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―図書館自主研修グループ報告―
布施辰治研究会の活動：2005-2006
中村　正也＊
はじめに
　図書館自主研修報告にあたり、当会の目的、会員、活動を紹介する。
　活動報告のほかに布施辰治をめぐる最近の動きもあわせて報告する。
　本研究会の発足以前から布施辰治の研究を継続して行なってきた。図書
館自主研修 2005年度への申請に際し、布施辰治研究会と名乗ることにした。
機会を得たと感謝している。
1　研究会の目的・会員
　布施辰治研究会は布施辰治の事績を明らかにする研究会である。
　布施辰治は、明治後期、大正、昭和にわたり人権擁護のために活動した
弁護士・社会活動家として著名である。本研究会が布施辰治を研究対象と
したのはいくつかの理由による。一つは、布施の旧蔵資料が明治大学図書
館に寄贈されていることによる。布施旧蔵資料を「死蔵」資料とせずに、
広く社会の財産として利用に供したいからである。二つは布施が明治法律
　＊なかむら・せいや／図書館事務部和泉図書課
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学校（明治大学の前身）を 1902（明治 35）年に卒業した本学の校友である
ことによる。本学校友の社会的活動を顕彰し、本学が輩出した人たちを通
して本学の社会的使命を検証できればと考える。これらの理由以前に、布
施辰治に魅力があるということはいうまでもない。
　本研究会のメンバーは、明治大学に勤務する中村正也（和泉図書課）、今
井昌雄（元生田図書課、退職）である。協力者として、森正名古屋市立大
学名誉教授、黒田大介岩手日報記者の名を記しておく。
2　研究会以前の活動
　布施の事績、明治大学図書館への寄贈資料については、中村と今井が「明
治大学図書館所蔵　弁護士布施辰治旧蔵資料」（『図書の譜』第 2号、1998
年 3月）で紹介した。布施辰治の紹介、寄贈を受けた経緯を述べている。
また、作成した寄贈裁判資料の目録はツールとして有用である。
　ホームページ「布施辰治の図書室」（http://fuse3.hp.infoseek.co.jp/、今井が
運営している）を開設しているのでご覧いただきたい。
3　研究会の活動：2005～ 2006年度
　布施辰治の著作目録・年譜の作成を 2年間の活動目標として掲げた。
　昔日になるが、森正氏（当時・名古屋市立女子短期大学教授）と中村が「布
施辰治の戦前における著作活動　1-5」（『法と民主主義』138、140～ 143号、
1979年 6、9～ 12月）を発表した。本研究会では、この著作目録をベース
に改訂・補充を行なおうというものである。
3.1　著作目録・年譜の作成
　布施の著作物の調査、布施に関する文献調査のため、法政大学大原社会
科学研究所、大宅荘一文庫等を訪問し、資料の収集活動を行なった。また、
後述する「布施辰治展」に展示する法服、遺品、図書を借用するため、石
巻文化センターに赴いた際に、布施寄贈資料の閲覧、写真撮影を行なった。
現在も著作目録・年譜に掲載する資料の調査、収集作業を進めているとこ
ろである。残念ながら目録・年譜を刊行するまでには至っていない。
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3.2　調査・研究
3.2.1　聞き取り調査
　前進座の俳優、深町稜子氏の聞き取り調査（2005年 9月 30日、於：前
進座）。黒田氏、本田明美氏（元富士見市立図書館渋谷定輔文庫資料整理員）、
中村、今井の 4名が、前進座幹部 3名の同席の下に、深町稜子氏から聞き
取りを行なった。深町氏は、戦後短期間ではあるが布施法律事務所で事務
を執った人である。布施と前進座の関連は、1935年に前進座の演劇研究所
建設について、布施が相談を受けたことから始まり、前進座代表河原崎長
十郎との親交は長期に亘った。
3.2.2　講演会への参加
　「渋谷定輔生誕 100年記念の集い」（2005年 11月 12日、於：埼玉県富士
見市立図書館）に中村、今井が参加した。渋谷定輔は詩人（『野良に叫ぶ』）、
農民運動家として著名である。布施とは、農民運動、雑誌『農民闘争』を
通して共闘し、布施が亡くなるまで関係が続いた。報告者の一人、本田明
美氏は、同図書館嘱託として渋谷定輔文庫の資料目録の作成、閲覧業務を
担当された。論文「渋谷定輔と布施辰治」（『石巻文化センター所蔵　布施
辰治植民地関係資料集　Vol.2』所収）を著している。なお、大石進氏（布
施辰治の孫、日本評論社会長）、黒田氏も参加された。
4　布施辰治をめぐる動き：建国勲章受章以後
　2004年 10月に韓国政府は建国勲章を布施辰治に授与することを発表し
た。これまではあまり顧みられなかった布施にスポットライトがあたり世
間の耳目を集めるようになった。建国勲章の受章前後の布施をめぐる動き
を見ていくことにしたい。
4.1　韓国「建国勲章」の受章
　1999年から韓国において布施先生記念事業会による布施の顕彰運動が始
まった ｡2000年 2月 29日韓国の独立運動記念日（3月 1日）の前日に、韓
国文化放送MBCテレビが、記念特集として「発掘・日本人シンドラー布
施辰治」と題する一時間番組を放映した。同年の 11月には韓国ソウルで布
施先生記念事業会が「布施先生記念国際学術大会」を開催し、大石氏、森
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氏が出席した。
　2004年 10月 12日韓国政府は、独立運動に寄与した人に贈られる「建国
勲章・愛族章」を布施辰治に授与することを決定した。これまで建国勲章
が授与された外国人は合わせて 44人、国別では中国 31人、英国 6人、米
国 3人、アイルランド 3人、カナダ 1人である。
　受章の発表後、11月 20日にテレビ朝日の番組「スマステ 4」が「日本人
シンドラーと呼ばれた弁護士・布施辰治」を放映した。
　12月 21日、駐日韓国大使館において建国勲章の伝達式が行なわれた。
筆者は大石氏に伝達式にご一緒する許可を得て列席することができた。そ
の時の様子を書いておこうと思う。伝達式は港区南麻布の韓国大使館内の
ホールで行なわれ、韓国の関係者が 30名ほど列席していた。駐日韓国大使・
羅鍾一（ラ・ジョンイル）氏から布施辰治親族代表の大石進氏に勲章と賞
状が贈られた。続いて、大使の挨拶、大石氏の挨拶、乾杯、報道関係者の
撮影、出席者の懇談があり、30分程度で終了した。辰治の親族は大石氏を
含めて 3人であった。大石氏と同道したのは、竹澤哲夫弁護士、森正氏、
山泉進本学法学部教授、そして中村の 4名である。伝達式のあと大使館近
くの甘味処でコーヒーを飲み、カメラで勲章と賞状を撮影したのを記憶し
ている。大石氏は勲章を手にしても恬淡としていた。その様子はいまも変
わらない。
4.2　講演会
4.2.1　明治大学法学部主催
　「シンポジウム　布施辰治・自由と人権」（2005年 1月 13日、於：明治大
学リバティホール）が開催された。講演：村上一博（明治大学法学部教授）、
山泉進、李文昌（イ・ムンチャン、韓国・国民文化研究所名誉会長）、森正。
講演会に合わせて、明治大学中央図書館ギャラリーで「布施辰治展」（2005
年 1月 13日～ 2月 3日）が開催された。この講演会と布施辰治展の記録集
『韓国「建国勲章」受章記念シンポジウム「布施辰治・自由と人権」』（明治
大学法学部、2005年 3月 31日）が発行された。
4.2.2　石巻市等主催
　「布施辰治を語る講演会」（石巻市・石巻市教育委員会・布施辰治顕彰会
主催、2005年 3月 13日、於：石巻文化センター）が開催された。講演：
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李文昌、早坂啓造（岩手大学名誉教授）。同時に、石巻文化センターにおい
て布施辰治の「遺品展」が開催された。中村，今井が参加した。
　石巻は布施辰治生誕の地である。同センターには、辰治の孫・布施鉄治
氏により寄贈された遺品・資料が収蔵されている。
4.3　出版物
　布施辰治著「奥の入会紀行」（『石巻文化センター調査研究報告第 8号』
2006年 3月 31日）が同センター学芸員の成田暢氏により翻刻された。写
真 31葉が収録されている。この「奥の入会紀行」は、布施柑治著『布施辰
治外伝』に「日記　奥の入会紀行」として一部分が紹介されている。
　『石巻文化センター所蔵　布施辰治植民地関係資料集　Vol.2』（布施辰治
研究準備会、2006年 3月 1日）が刊行された。『同資料集　Vol.1』（2002年
5月 31日）に続くものである。この資料集は黒田氏が同センター所蔵の資
料を活字化し、発行している。
　布施の韓国・朝鮮との関わりを論じた文献として 2点紹介する。森正「布
施辰治：苦しむ人びととともに走った生涯」（『朝鮮・韓国と向き合った 36
人の日本人』明石書店、2005年 2月、p.86-91）。水野直樹「朝鮮独立運動を
援助した弁護士・布施辰治」（『毎日新聞』2005年 8月 19日夕刊）。
4.4　明治大学人権派弁護士研究会の発足
　2006年 4月、明治大学史資料センターに明治大学人権派弁護士研究会が
発足し，明治法律学校を卒業した 3人の「人権派」弁護士、山崎今朝弥（明
治 34年卒業）、布施辰治（同 35年）、平出修（同 36年）を対象とする共同
研究を開始した。中村が参加している。
4.5　演劇
　布施辰治を主人公にした演劇は、1992年 8月 22日・23日に「布施辰治
―生くべくんば民衆とともに―」（作：森正、演出：浦はじめ、愛知・県民
の手による平和を願う演劇の会，於：名古屋市教育センター）が公演され
ている。中村、今井が名古屋へ行き観劇した。
　2006年から 2007年にかけて 2つの作品が公演されるので紹介する。
4.5.1　「劇団仙台」公演
　「疾風る人　―弁護士布施辰治―」（作／演出：さとう要、劇団仙台）が
仙台市青年文化センター（11月 6日・7日）、石巻文化センター（1月 14日）
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で行なわれた。「疾風る」は「はせる」と読む。
4.5.2　「前進座」公演
　「生くべくんば　死すべくんば　―弁護士・布施辰治―」（原案：森正、作：
十島英明・山口誓志、前進座）が東京・吉祥寺の前進座（2007年 3月 20
日～ 25日）で公演される。前述したとおり、布施と前進座の繋がりは深い
ものがある。前進座創立 75周年として布施を取り上げている。明治大学が
後援する。
おわりに
　2年間の研究目標とした目録・年譜の刊行にはたどり着かなかった。し
かし、資料の収集、文献情報の収集は行なってきた。近いうちにこれらを
取りまとめ「目録」「年譜」として発表したい。
　筆者は、図書館は研究機関を付置しないため「個別（特定）研究対象に
ついての資料を、図書館の研究体制により発展させていくという頭脳部分
を持たないことになり、組織としての資料収集の拡大・更新、関連資料の
収集を困難にしている」（「明治大学図書館所蔵　弁護士布施辰治旧蔵資料」
前掲、249頁）と述べた。図書館自主研修の各研究会が、研究機関として
の役割の一端を担えればと考えている。
